























































































また、 lつの RGFを複数のエネルギーで使用した場合の SOBPの均一度の悪化の程度と、その理出を明ら
かにした。また陽子線のように RPFを併用しでもこの問題が解決されない理由を明らかにした。そして、
RGFを複数のエネルギーで使用する場合、目標線量に意図的に不均一部分を導入して同時最適化を行う方
法を開発して、どちらのエネルギーでも均一度をある程度犠牲にすることで、それが達成できること、その
場合に実現可能な SOBPの均一性を定量的に明らかにしたことは評価できるむ
以上述べたように、現状の炭素イオン線の拡大ブラツグピーク形成の問題点を分析しそれを解決する方法
を与え実証したことは評価できる。
平成 24年2月10日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって、合格と
判定された。
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上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。
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